
▼
神
榊
（か
み
さ
か
き
）あ
り
ま
す
！ 

東
町
産
の
神
榊
（か
み
さ
か
き
）を
コ
ミ
セ
ン 

で
販
売
し
て
ま
す
。
一
束
百
円
で
す
。 

・毎
月
、
月
末
に
入
荷
し
ま
す
。 

・
12
月
か
ら
月
に
１
回
入
荷
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

▼
東
町
産(

炭)

販
売
中
！ 

・  

２ 

㎏ 
 
 
 

七
百
円 

・ 

5 

㎏    

千
七
百
五
十
円 

 

▼
廃
油
石
け
ん 

百
円 

販
売
中
！ 

  

▼
あ 

 

と  

が 
 

き 

 

如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
2
月
の
ま
ち
協
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま

す
。
「
ど
ん
ど
や
」
も
過
ぎ
て
、
や
れ
や
れ
と
思
っ
て
い
た
頃
、

熱
は
な
く
喉
の
痛
み
と
だ
る
さ
を
感
じ
た
。 

ま
さ
か
と
思
い
受
診
し
て
み
る
と
な
ん
と
陽
性
反
応
だ
っ

た
。
1
週
間
程
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
は
油
断
禁
物
で
す
。
感
染
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
下
さ
い 
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▼
八
代
市
校
区
対
抗
駅
伝 

宮
地
・
宮
地
東
校
区 

第
４
位 

第
18
回
八
代
市
校
区
対
抗
駅
伝
競
走
が
1
月
15

日
、
県
営
八
代
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に

球
磨
川
河
川
敷
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
折
り
返
す
10
区

間
31
・
7
㌔
コ
ー
ス
で
あ
り
、
宮
地
・宮
地
東
校
区
は

良
く
健
闘
し
第
4
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

特
に
、
2
区
1
・
2
㌔
＝
小
学
男
子
）
の
コ
ー
ス

で
は
宮
地
小
6
年
小
林
澪
雄
選
手
が
区
間
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。 

選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

又
、
多
く
の
校
区
民
の
応
援
の
皆
さ
ん
、
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。 

▼
「新
聞
記
者
に
学
ぶ
情
報
発
信 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座 

学
ぼ
う
！
私
の
活
動
を
伝
え
る
コ
ツ
～
」 

 

八
代
市
地
域
協
議
会
活
動
の
第
２
回
「
地
域
の
人

づ
く
り
講
座
」が
1
月
20
日
（金
）
八
代
市
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

熊
本
日
日
新
聞
社
・
読
者
・
新
聞
セ
ン
タ
ー
NIE
専

門
委
員 

今
村 
浩
氏
の
講
義
が
あ
り
、
伝
わ
り
や
す

い
文
章
の
書
き
方
や
・
情
報
発
信
の
方
法
・
「
実
際
の

活
動
だ
よ
り
」
を
も
と
に
「
ビ
フ
ォ
ー
＆
ア
フ
タ
ー
」

し
、
手
直
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。 

「
読
む
人
は
誰
か
」
「
写
真
に
は
な
る
べ
く
説
明
文

を
添
え
る
」
「
顔
の
見
え
る
発
信
を
心
が
け
よ
う
」
等

を
注
意
し
て
今
後
の
情
報
誌
等
を
作
成
し
て
行
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 

 

（ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
角
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 （回 覧） 

▼
餅 

焼 

き 

体 

験 

楽
し
む
！ 

 

毎
年
、
行
な
っ
て
い
る
「ど
ん
ど
や
」は
新
年
の

8
日
、
砥
崎
の
河
原
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

も
、
妙
見
宮
か
ら
御
神
火
を
頂
き
、
兎
年
の
宮

地
小
の
子
ど
も
達
に
よ
る
厳
か
な
点
火
式
を
行

い
ま
し
た
。 

 
午
前
８
時
に
点
火
さ
れ
た
御
神
火
は
、
パ
チ

パ
チ
と
音
を
た
て
て
燃
え
始
め
、
参
加
し
た
人

達
は
、
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。 

 

特
に
今
回
は
、
子
ど
も
達
に
餅
焼
き
体
験
を

さ
せ
よ
う
と
計
画
し
、
60
本
の
竹
を
準
備
し
、

昔
な
が
ら
の
餅
焼
き
を
多
く
の
子
ど
も
達
と
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。 

    

▼
豊 

作 

願 

い 

御 

田 

植 

祭 

 

江
戸
時
代
か
ら
約
３
０
０
年
続
く
と
さ
れ

る
伝
統
行
事
の
「
御
田
植
祭
」が
3
日
、
八
代

神
社
（
妙
見
宮
）
で
あ
り
、
農
家
ら
が
今
年
の

豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

▼
香 

典 

返 

し 

寄 

付 

の 

御 

礼 

 

古
麓
町
の
嶽
村
千
恵
美
様
よ
り
（
亡
夫
）
嶽
村
雅
春
様
の

香
典
返
し
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
み
や
じ
に
寄
付

金
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

御田植祭の様子 

餅を焼く子ども達 

やぐら完成 


